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英語教育 1936～1947年刊 全8巻＋別巻1
●揃定価：本体141,000円＋税 ISBN978-4-8433-5784-2 C3382

第1回・全5巻 揃定価：本体75,000円＋税 ISBN978-4-8433-5785-9 C3382 2020年11月刊行予定

●第1巻● 英語教育 第1巻第1号～第1巻第5号（1936年9月～1937年1月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5787-3 C3382

●第2巻● 英語教育 第1巻第6号～第１巻第10号（1937年2月～7月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5788-0 C3382

●第3巻● 英語教育 第2巻9月号～第3巻2月号（1937年9月～1938年2月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5789-7 C3382

●第4巻● 英語教育 第3巻3月号～第3巻9月号（1938年3月～9月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5790-3 C3382

●第5巻● 英語教育 第4巻第１号～第4巻第4号（1939年2月～1940年3月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5791-0 C3382

第2回・全3巻＋別巻1 揃定価：本体66,000円＋税 ISBN978-4-8433-5786-6 C3382 2021年4月刊行予定

●第6巻● 英語教育 第5巻第1号～第5巻第4号（1940年5月～1941年2月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5792-7 C3382

●第7巻● 英語教育 第6巻第1号～第7巻第1号（1941年6月～1942年5月）

定価：本体18,000円＋税 ISBN978-4-8433-5793-4 C3382

●第8巻● 英語教育 第7巻第2号～第9巻第1号（1942年8月～1947年9月）

定価：本体15,000円＋税 ISBN978-4-8433-5794-1 C3382

●別 巻● 英語教育 別冊特輯号「英語英文学論文集」第1輯・第2輯／総目次／索引／解題

定価：本体18,000円＋税 ISBN978-4-8433-5795-8 C3382
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英語教育 1936～1947年刊 全8巻＋別巻１

揃定価：本体141,000円＋税 ISBN978-4-8433-5784-2 C3382 A5判上製・カバー装

［監修］江利川春雄 和歌山大学教育学部教授・日本英語教育史学会会長 ［解題］江利川春雄・上野舞斗 四天王寺大学人文社会学部助教

●「英語教育」を初めて冠した幻の専門誌『英語教育』（1936～1947年、全9巻40冊）と別冊特輯号『英

語英文学論文集』（1938・1940、全2冊）を完全復刻。論考・記事800余篇を集録。

●英語教育研究の一大拠点・広島文理科大学（現広島大学）で編集され、小日向定次郎、定宗数松、小川

二郎、山本忠雄、中島文雄、福原麟太郎、櫻井役、桝井迪夫、飯野至誠など、全国の最高水準の専門

家が寄稿。

●英米文学・英語学・英語教育を総合し、理論と実践を結合した画期的な編集。学校現場の実践研究・

調査報告も豊富で、今日的な示唆に富む。

●別巻に、別冊特輯号『英語英文学論文集』（2冊）、および総目次、総索引、詳細な解題を付す。

本書の特色

［監修］江利川 春雄 和歌山大学教育学部教授・日本英語教育史学会会長

［解題］江利川 春雄・上野 舞斗 四天王寺大学人文社会学部助教

広島文理科大学英語英文学
研究室／英語教育研究所編

英語教育
1936～1947年刊 全8巻＋別巻１

広島文理科大学英語英文学研究室／英語教育研究所 編

ゆまに書房 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-7-6 TEL .03（5296）0491 FAX.03（5296）0493 http://www.yumani.co.jp/

英語教育史重要文献集成
明治期から敗戦直後まで、70年以上にわたって培われてきた英語教育
研究のエッセンス。今こそ読まれるべき、入手・閲覧困難な希少文献。

［監修・解題］江利川春雄
第Ⅰ期・全5巻 揃定価：本体75,000円＋税 ISBN978-4-8433-5291-5

第Ⅱ期・全5巻 揃定価：本体72,000円＋税 ISBN978-4-8433-5458-2

第Ⅲ期・全5巻 揃定価：本体90,000円＋税 ISBN978-4-8433-5636-4

絶賛好評発売中



●英米文学
小日向定次郎「シェイクスピアの音楽趣味」（1-1～2）、濱田政二
郎「Mark Twainと文学の国民性」（1-4）、小川二郎「世紀末及大戦
前の英国と文学」（1-6）、小川二郎「英吉利現代詩」（1-8）、山本忠
雄「英語文体論に就いて」（2-9）、小日向定次郎「ハーン先生の講
義」（2-10）、吉武好孝「現代英文学の動向」（2-11）、東田千秋「文
体論の一つの立場：Quot homines to sententiae」（2-12）、小川二
郎「Wordsworthの詩的道程」（3-4～5）、木方庸助「政治的諷刺劇
Respublicaに就て」（3-9）、錦織善市「Charles Lamb」（6-1）、山本
忠雄「ディッケンズの善と悪」（7-2）、山崎英夫「G. エリオットの
心と形：サイラス・マーナーを中心として」（7-2）、片岡甚太郎
「中世英文学の地誌学的考察」（7-3）、小川二郎「イギリス文学の特
質」（9-1）、竹中利一「King JohnとRicard ｣ （野心と犯罪と良心）」
（論文集1）、山本忠雄「Moby Dickの文体論的研究」（論文集１）、
片岡甚太郎「文学史の方法」（論文集1）、小川二郎「ワーヅワース
の感覚主義」（論文集１）、桝井迪夫「On Swearing in the
Canterbury Tales」（論文集２）、寮金吉「Iago and Anglo-Saxonism」
（論文集２）、神谷弘「T. S. Eliotの批評の態度」（論文集２）など。

●英語学
河合茂「SweetのNew English Grammarに就いて」（1-3）、佐々
木逹「音声学者としてのスウィート」（1-4）、中島文雄「実証的言
語研究について」（1-9）、前島儀一郎「Scottish方言の史的概観」
（1-9）、木坂千秋「助動詞doの発達に就いて」（2-11）、桝井迪夫「自
由間接話法：フローベルの文体の一つの特徴」（3-4～5）、河合茂「現
代英語綴字法の史的解説」（3-夏）、河合茂「国語の主語と英語の主
語」（4-1）、桝井迪夫「アメリカ英語の性格」（6-1）、桝井迪夫「英
語史探究の新しき方向：ディケンズを足場として」（7-1）、三上章
「代名詞の問題」（8-1）、辰宮榮「英語美学の体系」（論文集１）など。

●英語教育
長田新「英語教師論」（1・1）、定宗数松「英語教授に於ける了

解と発表」（1・1）、枩田與惣之助「師範学校の英語教育」（1・3）、
定宗数松「岡倉由三郎氏と英語教育」（1・5）、松川昇太郎「一英
語教師の覚書」（1-7）、附中教官室「入門授業の実際」（1-7）、飯野
至誠「英語教授上に於ける翻訳の価値」（1-9）、上野伊榮太「新教
授法回顧」（1-9）、英語教育研究所「報告多読本位教授法」（1-10）、
定宗数松「日本の英学に貢献した人々（Ⅰ）」（2-9）、定宗数松「澁
川六藏　日本の英学に貢献した人々（Ⅱ）」（2-10）、有元清城「英
語教授改善私案：読本主義の提唱」（2-10）、牧 一「日常生活に関
する学習用語彙の選定に就いて」（3-1）、埜田淳吉「商業学校の英
語教育」（3-1）、南石福二郎「英語教授に於ける『訳』の意義と其
方法」（3-2）、石田憲次「中等学校の僚友諸君へ」（3-3）、辰宮榮
「逓信講習所の英語教育」（3-9）、宮崎筍吾「英文法教授に備えて」
（4-2）、須貝清一「高等程度諸学校生徒を通して見た中等学校の英
語」（4-3）、宮崎筍吾「学習法指導の研究」（5-3）、山本忠雄「英語
教育の新体制」（5-3）、永原敏夫「効率の要請：新体制下の英語教
授法を考える」（5-4）、須貝清一「中等教科書の統制に就て」（5-4）、
松本鐘一「イェスペルセン『外国語教授法』」（6-2）、桝井迪夫「研
究授業の報告：二年の巻」（4-6）、丸山学「外国語教育の目標」（7-2）、
河野喜好「中学校英語教育の目標」（7-2）、宮崎筍吾「新人教師へ」
（7-3）、大原三八雄「新体制下の中学校英語教授案私見」（7-3）、須
貝清一「私の英語教授法の反省」（7-4）、佐護恭一「朝鮮に於ける
英語発音教育の使命」（8-1）、宮崎筍吾「新制中学校研究：国民学
校と中学校」（8-1）、須貝清一「中学校外国語科語彙の研究」（8-2）、
松本鐘一「新制中学校外国語科入門授業実施の一報告」（8-2）、篠
田治夫「広島高師附属中学校に於ける英語学習の実際」（9-1）、定
宗数松「日本に於ける英語教授法史」（論文集１）など。

●英米事情・追悼文その他
片岡甚太郎「英国に於ける宗教文化の問題」（1-9）、小日向定次
郎「常磐橋の上に立ちて（特集「菱沼先生を偲ぶ」）」（3-2）、金子健
二「定宗数松君追悼（特集「定宗教授を悼む」）」（4-3）、櫻井 役「南
洋語覚書」（7-1）、野々山三郎「外国語としての日本語教授の諸問
題」（6-1）、小日向定次郎「カリンズさんと河鹿（特集「カリンズ先
生を送る」）」（6-2）、丸山学「英語従軍」（6-2）、竹中利一「小日向先
生を送る」（7-1）、山本忠雄「河合教授の行を壮んにす」（7-1）、神
谷弘「アメリカの移民問題」（7-2）、桝井迪夫「アメリカ文明の現
実：清教主義と開拓精神」（8-1）、桝井迪夫「John Herseyの『広島』」
（9-1）など。

『英語教育』の代表的な論考　＊年代順。（ ）内は巻-号、「論文集」は『英語英文学論文集』。

日本の英語教育の歩みをたどる上で、英語関係雑誌は第一級の資料である。その中にあって、日本で初めて「英語教育」を冠し
た専門誌が『英語教育』（1936～1947年、全９巻40冊＋別冊特輯号２冊）で、英語教育研究の一大拠点だった広島文理科大学（現広島
大学）の英語英文学研究室（1939年より英語教育研究所）によって編集された。
『英語教育』は、教師主体の「英語教授」から、学習者の視点も加えた「英語教育」への転換を先駆的に体現し、表題とした。当
時の英語アカデミズムは英文学・英語学中心で、英語教育の学問としての認知度は低かった。にもかかわらず、同誌は英米文学・
英語学・英語教育を総合し、編集陣に中学校教員も加えることで、理論と実践の往還をめざした画期的な英語雑誌となった。その
根底には、広義の「英語教育」には英米文学や英語学の素養が不可欠であるとの理念がある。それは同時に、英米文学や英語学の
専攻者にも英語教育の知識が必要であることを意味し、タコ壺化が進む今日の英語教育界への戒めにもなっている。
『英語教育』には、質の高い論文に加え、「英語法講座」（山本忠雄）、「英作文講座」（須貝清一・Collins）、「英文法講座」（河合茂）、
「英詩評釈」（小川二郎）などの連続講座や、中学校の「第一種、第二種新制度による英語教授実施の状況」「多読本位教授法」など
に関する調査報告、各地の授業参観報告や指導案、書評、論文紹介なども盛り込まれている。また、焦眉の問題に対する著名人か
らの回答を集めた「英語教育と新文化創造」（1942年３月）、「大東亜戦争と英語教授」（1942年５月）、「新制度下の女学校英語教授」
（1943年2月）や、「英語教育時評」（16編）、「個人消息」（24編）なども当時の英語教育界の動向を伝える貴重な資料となっている。
執筆陣も一流で、広島文理大・高師関係者だけでなく、磯尾哲夫、大塚高信、佐々木逹、中島文雄、福原麟太郎、松川昇太郎な
ど全国の錚々たる人々が寄稿している（後述）。戦前期日本における英語研究の水準を知る上で欠かせない基本文献である。
しかし、『英語教育』は悲運の雑誌でもあった。当初は月刊誌として市販され好評を博したものの、戦時体制下で英語への圧迫が
強まる中、会員限定の季刊誌となり、出版統制により1943（昭和18）年11月に語学教育研究所の機関誌『語学教育』と統合された。
戦後の1947（昭和22）年９月に復活し、１冊だけ発行されたが終刊（年表参照）。刊行の時期がアジア・太平洋戦争と敗戦占領の激
動期と重なった上に、1945（昭和20）年８月６日の原爆により、編集・発行元の広島文理科大学は壊滅的な被害を受け、関連資料
の一切が灰燼に帰した。そのため、『英語教育』は入手がきわめて困難な幻の雑誌となり、全巻を所蔵する図書館は存在しない。別
冊特輯号の『英語英文学論文集』に至っては、わずか4館（うち２冊揃は２館）のみである。
今回、全９巻40冊＋別冊特輯号２冊を完全復刻し、その全貌が初めて明らかになる。集録されている論考・記事は大小800余編、
全体で約3,000ページに達する。日本の英米文学・英語学・英語教育の発展過程を明らかにし、今日的な示唆を得るために、活用を
願ってやまない。 （和歌山大学教育学部教授・日本英語教育史学会会長）

刊行にあたって 江利川 春雄

広島文理科大学英語教育研究所
広島文理科大学英語教育研究所（別名・広島英語教育研究所）は、小日向定次郎教授を初代所長に、1933（昭和８）年に設立された。1929

（昭和４）年に開学した広島文理科大学、その母体となった広島高等師範学校（1902年創設）、同附属中学校の英語教官をもって組織され、大
学アカデミズムの枠を超えて理論と実践を統一的に研究するユニークな存在だった。同研究所は、『英語学習　整理の鍵』（1941）、『解釈・
作文・文法　英語知識の整理』（1941）、『外国語教育の革新』（1942＊「英語教育史重要文献集成」第４巻で復刻）の刊行や、中学校の「第一種、
第二種新制度による英語教授実施の状況」、「英語特別教室及び生徒自習室に関する調査」、「多読主義教授法」、「英作文教授法」、「英語の文
法と国語の文法との関連」などの調査研究を行い、パンフレットとして各学校に送付するとともに、研究成果を『英語教育』に掲載した。
パーマー率いる東の英語教授研究所（1942年から語学教育研究所）および東京文理科大学・東京高等師範学校（戦後は東京教育大学、廃学を経
て筑波大学）と並んで、英語教育研究の西の拠点にふさわしい活動を展開したのである。

『英語教育』関連年表

1929（昭和４）年４月　　広島文理科大学創設。広島高等師範学校はその附置校となった。
1931（昭和６）年11月　　広島文理科大学英語英文学研究室編『英語英文学論叢』創刊（1936年３月の第８号まで、丸善発行）。
1933（昭和８）年９月　　広島文理科大学英語教育研究所を設置（文理大・高師・附属中の英語教官で組織）。
1936（昭和11）年９月　　月刊誌『英語教育』創刊。編輯：広島文理科大学英語英文学研究室、代表者：小日向定次郎、発行：英進社（大阪）。
1938（昭和13）年６月　 『英語教育』の別冊特輯号『英語英文学論文集』第１輯を英進社から発行（第２輯は1940年９月発行、開隆堂発行）。
1939（昭和14）年２月　 『英語教育』第４巻第１号より、月刊を季刊（年４回発行）に改め、編集が広島文理科大学英語英文学研究室から英語教育

研究所に、発行者も英進社から同研究所に変更され、「純然たる会員組織として店頭に発売しないこと」となった。
1943（昭和18）年11月　　出版統制により『英語教育』第８巻第２号をもって語学教育研究所の『語学教育』と統合、休刊となる。
1945（昭和20）年８月　　広島に原子爆弾投下。文理大・高等師範も壊滅し、英文科主任教授・英語教育研究所長の竹中利一、高師教授・永

原敏夫ら戦災死。
1947（昭和22）年９月　 『英語教育』第９巻第１号（最終号）、広島の文化評論社より復刊発行。編集は広島文理科大学英語教育研究所。
1948（昭和23）年７月　 『英語教育』の後継となる英文学・英語学・英語教育の総合誌『ENGLISH』創刊、主幹：小川二郎広島文理大助教

授、発行：文化評論社（1950年９月発行の第８号まで）。
1949（昭和24）年９月　　東京文理科大学内英語教育研究会編『英語 教育と教養』を『英語教育』に改題（発行：金子書房、1952年より研究社、

1955年より大修館書店）。


